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役員視察研修会、全国商工会連合会より義援金
つながる農商工連携！共創マッチングフェア、スーパーマーケット・トレードショー2024
知っ得こ　IT編⑩
とやま中小企業人材育成カレッジ　早期案内
イベント情報
令和6年度　県の商工関係予算（案）の概要
なりわい再建支援補助金
小規模事業者持続化補助金「災害支援枠」
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２
月
５
日
㈪
～
７
日
㈬
、
宮
本
県
連
会
長

と
県
内
商
工
会
長
等
８
名
が
、
「
農
商
工
連

携
」
を
テ
ー
マ
に
鹿
児
島
県
を
訪
問
し
た
。

・
鹿
児
島
県
商
工
会
連
合
会

　

鹿
児
島
県
連　

森
会
長
の
挨
拶
の
後
、

鹿
児
島
県
内
の
農
商
工
連
携
事
業
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

森
会
長
は
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
中
央
会
長
と
と

も
に
、
農
業
と
商
工
業
者
の
よ
り
密
接
な

関
係
構
築
を
希
求
し
て
お
り
、
平
成
28
年

３
月
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
農
商
工
連
携
の

認
定
支
援
、
イ
ベ
ン
ト
の
相
互
協
力
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
新
事
業
の
創
出
、
商

工
会
・
Ｊ
Ａ
推
奨
品
販
路
開
拓
事
業
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
各
地
域
の
Ｊ
Ａ
と
商
工
会
と
の

連
携
事
業
も
進
め
て
い
る
。

・
か
ご
し
ま
特
産
品
市
場

　

「
地
産
地

販
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、

鹿
児
島
県
内

の
小
規
模
事

業
者
が
開
発

し
た
特
産
品

の
販
路
開
拓

を
支
援
す
る

鹿
児
島
県
連

直
営
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
と
な
っ
て

い
る
。

　

定
期
的
に

出
店
す
る
事

業
者
も
あ
れ
ば
、
開
発
し
た
商
品
を
直
接

事
業
者
が
販
売
し
消
費
者
の
声
を
聞
く
テ

ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
場
と
し
て
活
用

す
る
事
業
者
も
い
る
。

　

専
門
家
を
活
用
し
た
商
品
力
向
上
の

支
援
を
行
う
な
ど
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の
取
り
組
み
も
展
開
し

て
い
る
。

・
姶
良
市
商
工
会･

菓
子
工
房
「
あ
い
ら
ぼ
」

　

姶
良
市
は
、「
裸
麦
」
の
鹿
児
島
県
内
生

産
量
１
位
を
誇
る
。

　

市
役
所
と
Ｊ
Ａ
が
姶
良
市
商
工
会
に

裸
麦
の
特
産
品
開
発
を
提
案
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
会
員
事
業
所
で
あ
る

「
あ
い
ら
ぼ
」
が
蒸
し
菓
子
な
ど
の
商
品

開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

　

姶
良
市
の
お
土
産
と
な
る
よ
う
似
顔
絵

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
ク
ッ
キ
ー
の
開
発
、
裸

麦
の
農
業
体
験
の
実
施
な
ど
付
加
価
値
を

高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
、
販
路
拡
大
を

図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
福
祉
と
連
携
し
た
「
農
福
商
工

連
携
」
も
展
開
し
て
い
る
。

　

２
月
15
日
㈭
・
16
日
㈮
、
全
国
商
工
会
連
合
会
よ
り
森

会
長
・
後
藤
常
務
理
事
が
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
に
関
連
し
、
富
山
県
を
訪
問
さ
れ
た
。

　

初
日
は
、
小
矢
部
市
を
訪
問
し
、
小
矢
部
市
商
工
会
の

新
明
会
長
と
被
害
状
況
お
よ
び
会
員
企
業
か
ら
の
要
望
な

ど
、
今
後
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
被
災
し
た
会
員
企
業
を
視
察
し
、
代
表
者
に
当

時
の
状
況
、
現
在

の
対
策
お
よ
び
今

後
の
見
通
し
等
を

尋
ね
ら
れ
た
。

　

翌
日
、
商
工
会
連

合
会
を
訪
問
し
、
森

会
長
か
ら
宮
本
県

連
会
長
に
商
工
会

災
害
助
け
合
い
基

金
か
ら
「
災
害
復

興
応
援
資
金
」
と
し

て
１,
１
０
０
万
円

の
目
録
が
贈
呈
さ

れ
た
。

　

受
領
の
後
、
宮

本
県
連
会
長
か
ら

富
山
県
内
お
よ
び

商
工
会
地
域
の
被

災
状
況
、
会
員
企

業
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
る
要
望
、
富
山

県
連
が
開
催
し
た

「
な
り
わ
い
補
助

金
」
等
補
助
金
説

明
会
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
、
会
員

企
業
へ
の
支
援
に
つ

い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

 
役
員
視
察
研
修
会

参加者による集合写真

姶良市商工会にて

全
国
商
工
会
連
合
会
よ
り
義
援
金

全
国
商
工
会
連
合
会
よ
り
義
援
金義援金を受け取る宮本会長、石澤顧問 被災地を視察される森会長
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個人賠償責任に次いで「傷害プラン」に熱中症の補償もついて
充実の安心補償！！

ご家族全員の
賠償事故をカバー！！

「
第
５８
回
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ
ー

ド
シ
ョ
ー
２
０
２
４
」に
３
事
業
者
出
展

「
つ
な
が
る
農
商
工
連
携
！

共
創
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」を
開
催

　

「
第
58
回
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
２
０
２
４
」
が
、

２
月
14
日
㈬
～
16
日
㈮
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ
セ
で

開
催
さ
れ
た
。

　

本
事
業
は
全
国
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
が
主
催
し
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
食
品

流
通
業
界
に
最
新
情
報
を
発

信
す
る
展
示
商
談
会
で
、
全

国
か
ら
小
売
業
を
は
じ
め
、

卸
、
商
社
、
中
食
、
外
食
な

ど
多
数
の
バ
イ
ヤ
ー
が
来
場
。

今
年
度
の
総
来
場
者
数
は

7
5,
8
5
8
人
と
な
っ
た
。

　

富
山
県
商
工
会
連
合
会

で
は
、
農
林
水
産
加
工
品
の

卸
売
業
を
営
む
㈱
五
味
商
店

（
千
葉
県
）
と
連
携
し
、
㈱

五
味
商
店
「
こ
だ
わ
り
商
品

コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
出
展
す

る
区
画
に
３
企
業
の
ブ
ー
ス

出
展
を
支
援
。

　

「
成
約
に
繋
が
る
商
談

が
で
き
た
」「
商
品
に
対
す

る
リ
ア
ル
な
意
見
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
」「
同
業
他

社
と
の
情
報
交
換
や
販
売

方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
と
こ

ろ
が
多
か
っ
た
」
と
い
っ

た
意
見
が
あ
り
、
販
路
拡

大
へ
の
足
掛
か
り
と
し
て

活
用
さ
れ
た
。

　

商
工
会
連
合
会
で
は
、
今

後
も
会
員
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
場

を
創
出
す
る
こ
と
で
、
販
路

開
拓
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

「
つ
な
が
る
農
商
工
連
携
！
共
創
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」
が
、
２
月
５
日
㈪
に

と
や
ま
自
遊
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
事
業
は
、
富
山
県
商
工
会
連
合
会
が
富
山
県
か
ら
委
託
し
て
い
る
「
と
や

ま
農
商
工
連
携
推
進
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
展
示
商
談
会
。
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー

パ
ー
や
道
の
駅
、
ホ
テ
ル
な
ど
、
県
内
外
か
ら
約
20
社
の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
聘
し
て

商
談
が
行
わ
れ
た
。
過
年
度
は
事
前
に
マ
ッ
チ
ン
グ
を
調
整
し
た
商
談
の
み
を

行
っ
て
い
た
が
、
本
年
度
は
出
展
事
業
者
が
自
ら
の
ブ
ー
ス
で
商
品
を
Ｐ
Ｒ
で
き

る
方
式
に
変
更
。
一
般
の
参
加
者
も
来
場
や
フ
リ
ー
商
談
が
可
能
な
開
か
れ
た

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
出
展
事
業
者
及
び
支
援
機
関
約
50
者
が
、

バ
イ
ヤ
ー
と
一
般
来
場
者
に
商
品
や
取

り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

ま
た
、
広
く
農
林
水
産
物
の
加
工
品

等
の
商
談
の
場
に
使
用
さ
れ
る
、
農
林

水
産
省
が
作
成
す
る
商
談
シ
ー
ト
（
Ｆ
Ｃ

Ｐ
シ
ー
ト
）
の
作
成
・
提
出
を
本
年
度
か

ら
必
須
と
し
、
作
成
に
あ
た
っ
て
の
セ
ミ

ナ
ー
や
、
専
門
家
に
よ
る
事
前
指
導
に
つ

い
て
も
同
事
業
を
活
用
し
て
実
施
。
事

後
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
出
展
者
・
バ
イ

ヤ
ー
共
に
高
い
満
足
感
を
得
た
。

バイヤーとの商談風景（オンライン） バイヤーとの商談風景（会場）

ブースで商品をＰＲする出展者
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地域とともに、未来を紡ぐサポーター

金融支援

経営支援
など

創業支援
事業承継

TEL：（076）423-3171（代表）  検索富山県信用保証協会

お気軽に
ご相談ください

回
10
第

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
何
を
選
べ
ば
よ
い
か
？

IT編

北陸コンピュータ・サービス株式会社勤務を経
て独立。
NPO法人ITコーディネータ富山会長、一般社
団法人日本販売士協会理事、富山販売士協会
事務局長。
富山県商工会連合会スーパーバイザー

吉田　誠代表取締役

 

 

 

ITコーディネータ　一級販売士（登録講師）

株式会社よしだまこと事務所

　
前
回
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
解
説
を

し
た
の
で
、
今
回
は
同
じ
く
情
報
発

信
ツ
ー
ル
と
し
て
重
要
な
S
N
S
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

利
用
率
と
推
移

「
令
和
４
年
度
情
報
通
信
メ
デ
ィ
ア

の
利
用
時
間
と
情
報
行
動
に
関
す
る

調
査
報
告
書
」
（
総
務
省
情
報
通
信

政
策
研
究
所
）
に
よ
る
と
以
下
の
よ

う
な
傾
向
に
あ
る
。

全
年
代
の
利
用
率

　

L
I
N
E
と
Yo
u
T
u
be
が
約

90
％
と
圧
倒
的
。
F
a
c
e
b
o
o
k

だ
け
は
利
用
率
が
減
っ
て
い
る
。

年
代
別

　
基
本
的
に
は
10-

40
代
の
利
用
者

が
多
い
が
、
T
i
k
T
o
k
は
10-

20

代
が
圧
倒
的
に
多
い
。
L
I
N
E
と

Yo
u
T
u
b
e
は
ど
の
年
代
で
も
利

用
率
が
高
い
。

性
別

　
ど
の
S
N
S
も
性
別
で
差
が
な
い

な
か
で
、
I
n
s
t
a
g
r
a
m
は
女
性

の
割
合
が
高
い
の
が
特
徴
的
。

特
徴

　
上
記
も
含
め
て
ま
と
め
る
と
表
の

通
り
と
な
る
。

　
全
て
の
S
N
S
で
発
信
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、

以
下
の
３
点
を
留
意
し
て
選
ん
で
欲
し
い
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
と
の
合
致

　
自
社
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
が
多
く
利
用
し
て
い

る
S
N
S
で
発
信
す
る
の
が
効
果
的
で
あ
る
。
自

分
の
都
合
で
選
ぶ
も
の
で
は
な
い
。

S
N
S
の
特
徴
と
投
稿
内
容
の
合
致

　

S
N
S
の
特
徴
と
自
社
の
商
材
や
発
信
内
容
が

合
っ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
飲
食

店
な
ど
写
真
映
え
す
る
商
材
は
I
n
s
t
a
g
r
a
m

に
ピ
ッ
タ
リ
で
あ
る
。

可
能
な
投
稿
頻
度

　
例
え
ば
X
は
毎
日
発
信
す
る
こ
と
が
暗
黙
で
期

待
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
他

の
S
N
S
を
選
び
た
い
。

　
す
な
わ
ち
、

「
誰
に
何
を
発
信
し
た
い
の
か
？
」

「
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
発
信
で
き
る
か
？
」

を
明
確
に
し
た
上
で
S
N
S
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
も
し
悩
ま
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
商
工
会
さ
ん

に
相
談
く
だ
さ
い
。



5

令和６年３月 1 日発行（毎月１回 1 日発行） VOL.585 昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可

デザイン打ち合わせ
素材選び お見積り デザイン

サンプル確認
仕上がり
納品

お問い合わせから仕上がりまで、丁寧に作業を進めていきます。

まずはお気軽にお問い合わせください TEL.076-427-1533

http://at-tshirt.com

高品質なオリジナルプリントウェアはアットTシャツにおまかせください！

２０２４とやま中小企業人材育成カレッジ
開催日程について

【開催時間】全コース原則として、9：30～16：30です。（１時間の昼休みを含みます。）
＊長期コースにおいては、初日は開講式の関係もあり、終了時刻が若干異なります。　　　　

【会　　場】富山県中小企業研修センター（富山市赤江町１－７）　■受講申込受付は3月中旬を予定しています。

とやま中小企業人材育成カレッジ（富山県商工会連合会内） 
TEL 076-441-2716 / FAX 076-433-8031

お問い合わせ先

これからの厳しい企業環境の中で、企業が発展して行くには、人材育成は欠かせません。多様な変化に対応
できる次世代の組織のリーダーが今、求められています。貴社の明日を担う人づくりに「とやま中小企業人材
育成カレッジ」の研修を是非ご活用下さい。

分　　野 コース№ 講　　座　　名 開　催　日講　　　　師 定員 受講料（税込）

経営リーダー
育成

組織
マネジメント

営業力強化

財 務 管 理

労 務 管 理

生産性向上

6/3㈪･4㈫･7/1㈪

6/27㈭･28㈮

7/18㈭･19㈮

8/26㈪･27㈫

9/9㈪･10㈫

8/6㈫・7㈬

8/20㈫・21㈬

9/18㈬･19㈭

10/3㈭･4㈮

6/6㈭～11/7㈭
(21日間) 25名 99,000円

40名

30名

40名

30名

40名

40名

30名

30名

30名

19,800円

13,200円

13,200円

13,200円

13,200円

13,200円

13,200円

13,200円

13,200円

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

新時代の働き方・組織・リーダーシップ (１２講座８講師を予定)

人財教育家・メンタルコーチ
　　　　　　　　　  飯山 晄朗 氏

テイクストーンズコンサルティング
　合同会社　代表　武石 ゆかり 氏

㈱ウーノ・アクティブ代表取締役
　　　　　　　　　  東谷 由香 氏

㈱D-ダイアローグ代表取締役
　　　　　　　　　  佐藤 慶子 氏

㈱キャラウィット代表取締役
　　　　　　　　  上岡 実弥子 氏

合同会社リレーションサポート代表
　　　　　　　　　長瀬 あさみ 氏

しぶやめぐみ社会保険労務士事務所
　　　　　　  代表　渋谷 恵美 氏

㈱ジェック経営コンサルタント
　　　　取締役部長　高田 忠直 氏

スマイルスイッチ代表
　　　　　　　　  大久保 邦恵 氏

やる気を引き出すリーダーシップ

仕事で活かす生成AI（ChatGPT）

女性リーダーのためのステップアップセミナー

人とチームが成長する対話力を高める

人が中心の職場づくりとは？＜選択講座＞

基礎から学ぶ生産性向上セミナー
～人手不足が叫ばれる今だからこそ、再確認しよう～

相手の心の動きを手に取る
　　　　　トップセールス心理学研修＜選択講座＞

ビジネスパーソンが身に付けたい
　　　　［問題解決力］向上セミナー

決算書の読み方と活かし方＜選択講座＞

〈長期コース〉

〈短期コース〉

早期
案内
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県融資制度「震災対策特別融資」（40億2,500万円)
地震により直接被害を受けた事業者や地震の影響により売上げが減少した事業者の資金繰りを支援

県融資制度「緊急経営改善資金【能登半島地震対策特別措置】」（28億4,100万円の一部）
地震の影響により既存債務の返済に支障を来す事業者の資金繰りを支援

小規模事業者事業継続力強化補助金（2,950万円)
小規模事業者の事業継続力強化計画の策定や計画に基づく設備導入への支援

なりわい再建支援事業【R⑤.2月補正】（45億5,000万円）
被災した中小企業等の施設、設備の復旧等を支援

商店街災害復旧等事業【R⑤.2月補正】（6,000万円)
被災した商店街等の復旧事業や賑わい創出事業を支援

拡

拡

新

新

新

新

拡

■ 令和６年能登半島地震からの復旧・復興

中小企業トランスフォーメーション補助金【R⑤.11月補正】（５億円）
県内中小企業者等が、エネルギー使用量や機器稼働状況等の見える化・対策の実施、ＤＸやＧＸを通して業務プロ
セスや事業構造の変革による生産性の向上を図る取組みを支援

生活支援・消費喚起プロジェクト支援補助金【R⑤.11月補正】（３億円）
物価高騰の影響を受ける県民の暮らしを支え、地域経済の活性化を図るため、プレミアム商品券の発行等を支援

価格転嫁推進事業（480万円）
労務費を含む価格転嫁の機運を醸成するため、制度や取組事例の紹介等を行うシンポジウムの開催や実態把握に
向けた調査を実施

産学官オープンイノベーション推進事業（8,229万円）
ものづくり産業未来戦略に基づく成長産業分野に関する研究会活動の実施や新製品、新技術の研究開発を支援

ものづくり産業サーキュラーエコノミー推進事業（1,600万円）
県内ものづくり産業におけるサーキュラーエコノミー（循環経済）の推進に向けた普及啓発やクリエイティブ人材を
活用した異業種連携の推進

アルミ産業成長力強化戦略推進事業（5,207万円）
循環型アルミ産業網の競争力を強化するため、アルミのリサイクルに向けた研究開発の支援や人材育成等を実施

新

新

新

■ 産業・経済の活性化

イベント名 開催日 お問合せ先

あさひ舟川春の四重奏2024

城端しだれ桜まつり

福岡さくらまつり

第11回鏝絵と千本桜まつり

ミズベリング in ふくみつ千本桜2024

おやべ桜まつり in 城山

おやべ桜まつり in つざわ

なりひら風の市

ふれあい青空市「やまだの案山子」

４月上旬～中旬

4月1日（月）～7日（日）

4月1日（月）～14日（日）※予定

4月6日（土）～7（日）

4月6日（土）～7（日）

4月7日（日）

４月７日（日）

4月13日（土）

4月（月・火・水・土・日・祝）

一般社団法人 朝日町観光協会

南砺市商工会城端事務所

福岡さくらまつり実行委員会

小杉まちづくり協議会

福光千本桜プロジェクト（福光タクシー）

小矢部市商工会小矢部支所

小矢部市商工会津沢支所

富山市八尾山田商工会

やまだの案山子

0765-83-2780

0763-62-2163

0766-64-1227

0766-55-3338

0763-52-0002

0766-67-0756

0766-61-2356

076-455-3181

076-457-2333

※詳細は各イベント問合せ先にご確認ください。

各地 4月のイベント

県の令和６年度当初予算案が編成されました。そのうち、
商工関係の主な事業予算は次のとおりです。
　新たに取り組むもの、　 拡大して実施するもの新 拡

令和6年度

県の商工関係予算（案）の概要
※令和6年２月県議会議決後に予算成立。
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とやま人材リスキリング補助金（1,200万円）
人への投資の強化に向け、県内中小企業のリスキリングの取組みを促進するため、とやま人材リスキリング補助金
の支援内容を充実

技術専門学院リニューアル事業（2億5,190万円）
県内中小企業への人材の供給強化に向け、技術専門学院において、産業界のニーズ等に対応した人材育成のための
訓練環境を整備

拡

拡

ヘルスケア産業育成創出事業（5,665万円）
ヘルスケア産業を育成するため、医療機器分野を対象に加え、付加価値の高い新製品の開発を支援

拡

■ 健康寿命の延伸、医療・介護の人材確保

脱炭素化モデル中小企業育成事業（4,664万円）
カーボンニュートラルの実現に向け、県内中小企業者を対象に、脱炭素経営のモデル企業を育成

拡

■ SDGs の推進、多様な人材の活躍、スポーツ・文化の振興

とやまスタートアップ「T-Startup」創出事業（6,100万円）
スタートアップエコシステムの形成に向け、県内スタートアップの集中的支援や起業家をサポートする企業等の取組
みの支援等を実施

とやまUIJターン起業支援事業（3,700万円）
本県に移住し県内での起業を目指す起業家に対し、創業経費等を支援

拡

■ 起業支援

新

拡

拡

「就活ラインとやま」情報発信強化事業（1,700万円）
学生など若者に対して就職先としての県内企業の魅力を伝えるため、新たな企業情報プラットフォーム「就活ライン
とやま」による情報発信を強化

富山県賃上げサポート補助金（1,300万円）
県内中小企業の賃上げと設備投資を支援するため、国の「業務改善助成金」に上乗せして補助する「賃上げサポー
ト補助金」の実施期間を延長

富山県キャリアアップ奨励金（6,300万円）
非正規雇用労働者の所得向上を支援するため、年収の壁対策の新たなコースを追加

■ 賃上げ・人材確保支援

■ 人材育成支援

拡

新

拡

新

物流効率化支援事業【R⑤.2月補正】（2,150万円）
県内荷主事業者等が行う物流生産性向上や担い手確保・女性活躍環境整備の取組みを支援
(補助率1/2、上限200万円(担い手確保等にあっては、50万円))

伏木富山港利用促進事業（3,760万円）
伏木富山港の利用や物流の2024年問題に備えたモーダルシフトを促進するため、内航フィーダー航路を新たに国
内輸送費助成や奨励金の対象に追加

台湾半導体産業交流事業（120万円）
台湾電子設備協会の富山県訪問団を受け入れ、台湾企業と県内半導体・電子デバイス関連企業等との経済交流を
促進

拡

オンライン海外販路開拓伴走支援事業（1,200万円）
県内企業の海外販路開拓・拡大のため、越境EC への参入及び海外見本市へのオンライン参加を支援(補助率：中小
企業1/2、小規模事業者2/3 上限50 万円)

インド経済訪問団派遣事業（1,300万円）
インドでのビジネス展開の拡大、アンドラプラデシュ州との経済交流等を促進するため、経済訪問団を派遣

■ 海外展開支援
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令和６年能登半島地震による災害からの復旧・復興を促進します

石川県、富山県、福井県、新潟県に所在する、令和６年
能登半島地震の被害を受けた中小企業・小規模事業者等

なりわい再建支援補助金

富山県・福井県・新潟県内の事業者
石川県内の事業者

3億円、一部１億円まで定額補助※

15億円、一部５億円まで定額補助※

※過去数年以内の被災かつ復興途上である等の要件を満たす場合

※特例として令和6年1月1日の能登半島地震による災害発生以降で、交付決定の前に行われた事業に要する経費についても、
　適正と認められる場合には補助金の対象となります。

☆補助金の申請に備え、以下の書類等の保管・取得を推奨します（以下の書類があると補助金申請手続きが円滑に進みます）

※原則として、被災施設等と同等の施設・設備の
復旧（原状回復）が補助金の対象
　復旧に要した見積書（原則相見積もり）/復旧が
　完了した方は、契約書、請求書、領収書の保管

⑴ 発災後の被害状況（施設・設備ごと）の写真の撮影・保管
⑵ 罹災（被災）証明書の取得（事業所所在の市町村）
⑶ 被災施設・設備の所有を証明できる書類等の保管 
　 例）固定（償却）資産台帳（車両の場合、任意自動車保険）

※上記書類が無い場合でも、専門業者による証明等で代替可能となる場合があります。

補　助
対象者

補助上限

補 助 率

工場・店舗などの施設、生産
機械などの設備の復旧費用等

補助対象
経  費

令和６年能登半島地震により被害を受けた小規模事業者等が行う販路開拓の取組を支援します

石川県、富山県、福井県、新潟県に所在する、
令和６年能登半島地震の被害を受けた小規
模事業者等

令和5年度補正予算  小規模事業者持続化補助金（災害支援枠）

200万円（直接被害）
100万円（間接被害）

自社の事業用資産に損壊等の直接的な被害を受けた場合
令和6年能登半島地震に起因して、売上げ減少の間接的な被害を受けた場合

補　助
対象者

補助上限

事業の再建に向けた経営計画を自ら策定
し、商工会・商工会議所の支援を受けなが
ら取り組む販路開拓を支援

事業目的

２／３、定額（一定の要件を満たす事業者
のみ対象）※補 助 率 機械装置等の購入、店舗改装、広告掲載、

展示会出展費用など補助対象

中小企業・小規模事業者
中堅企業等

３／４以内、一部定額補助
１／２以内、一部定額補助

公募開始前に復旧工事に着手される方

●直接被害で申請する場合⇒事業所や事業資産等が罹災されたことが分かる公的書類（例：「罹災(被災)証明書」など）
●間接被害で申請する場合⇒令和６年１月及び２月の任意の１か月の売上高が前年同期と比較して20％以上減少して
　　　　　　　　　　　　　 いることが分かる公的書類（例：セーフティネット4 号における「認定書」など）

※ 定額要件
直接被害を受けた事業者のうち、以下の要件をすべて満たす場合は定額補助となります。
１．過去数年以内に発生した災害（※１）で被害を受けた以下に該当する事業者
①被災が証明できる事業者　②国等が実施した災害支援策を活用した事業者

２．過去数年以内に発生した災害以降、売上高が20％以上減少している事業者
３．過去数年以内に発生した災害による債務を抱えている事業者
　  (※１) 過去５年以内を目安に発生した災害であって災害救助法の適用を受けたものです。

補助対象となる期間の特例
特例として令和6年1月1日の能
登半島地震による災害発生以
降で、交付決定の前に行われた
事業に要する経費についても、
適正と認められる場合には補助
金の対象となります。

申請前に自治体に必ず発行してもらうもの

補助金の活用を予定している全ての方

相談窓口 被災事業者復旧等支援窓口　
TEL076-444-3962　●対応時間  9時～17時（土曜日・日曜日・祝日を除く）

相談窓口 小規模事業者持続化補助金地方事務局（商工会地域）
TEL076-441-2717　●対応時間  9時～17時（土曜日・日曜日・祝日を除く）


